
🔶 テニス導入の先進校同志社

１８７５年(明治８年)１１月２９日、新島襄により同志社英学校が開校された。１８７６年(明治９年）

１０月に京都御苑内旧柳原邸に女子塾を開設し、翌年８月に同志社女学校と改称したが、当時の初代校

長 A.J.スタークウエザーはテニスを女生徒に教授した。これは日本の学校でテニスが体育として取り上

げられた最初と思われる。

明治１０年代後半には、すでにＤ.Ｃ.グリーンによって教員・宣教師が利用でき

るようなテニスコートが整備され、学生も利用していた。

テニスの歴史に少しだけ触れてみると、フランスでジュ・ド・ポームという名

で発祥し、フランス革命以後衰退してイギリスに渡った。１８７７年に第１回

ウィンブルドン大会が開催された。同志社へ派遣されてきた宣教師はアメリカ

ニューイングランドを本拠地としていたから、イギリスで普及したテニスはす

ぐにアメリカに伝わり、それを学んだ宣教師達が日本に持ち込んだことになる。

同志社にテニスが紹介されたのはイギリスで普及し始めてからわずか４、５年

後ということになり、このスピードは驚異的な速さである。

明治３０年代（１８９７年以降）に入ってからテニスを組織だったクラブ活

動のレベルまで高めたのは、安部磯雄である。この人物は、本学テニス部の祖

といってもいいだろう。

安部磯雄は、１８７９年(明治１２年)に同志社に進学した。同志社神学校を

卒業後、数年伝道師として活動をしてから１８９１年(明治２４年)に米国ハー

トフォード神学校に留学した。アメリカ留学の後、引き続き英国にも留学して

から同志社中学の教頭として迎えられた。

同志社中学校教頭時代に、神学館(クラーク記念館)の東側にテニスコートを設

け、教職員学生を指導し、有志のクラブを組織して盛んにテニスを行なった。

安部磯雄が退職後、テニスは

一時停滞していたが、１９０４

(明治３７年)年に四寮裏(アー

モスト館)付近にも新コートを

作って再び盛んに練習を始め

るようになった。



この直後、１９０５年(明治３８年)１月２３日に、同志社

運動部規則が制定された。これを受け、テニス、剣術、柔

道、野球、フットボール、端艇の６つの運動部が学校公認

の団体と認定され、この１９０５年(明治３８年)を正式な

テニス部創部年と定めた。

１９０９年(明治４２年)、彰栄館北運動場の新コートで

庭球部秋季庭球大会が開催された。１９１０年(明治４３

年)には、グラウンドがさらに拡張され(第２次運動場拡張

工事)公会堂裏に２つのコートが作られた。この年から学内

庭球大会に他学校の選手を招待する試みが始められた。招

待した学校は染職、花園、一中、商業、師範、医専、佛大、

三高であった。

１９１２年(大正元年)４月、専門学校令により神学校と

専門学校が合併し、大学として新体制となった。第３次運

動場拡張によって新たにハリス理化学館北側にグラウンド

が設けられた。この年、対京都師範戦に６－４で圧勝し、

対膳所中学戦で６－２、対滋賀師範戦では５－１で大勝し

た。第１２回校内庭球大会が開催。本学の岩室・島崎組がメダル獲得。遠征に行き、花園大学に６－２、

明星商業５－３、御影師範５－２、桃中に全勝。【写真：１９０９年(明治 42 年)の庭球部】

１９１４年には、同志社女学校が、第１回三女学校連合庭球会に参加した。

１９２２年(大正１１年)アーモスト大学学生代表のスチ

ュアート・バートン・ニコルスが来日。１９２３年(大正１

２年)にはシャイベリー、ホールの両教授の指導を得て、急

速に技術レベルが向上し、長足の進歩を遂げるにいたった。

当時、ボールは高価で年間２０００円足らずの部費では足

らず、アルバイトに行きセットボールを手にいれ、布が見

えるまで使用していた。

【S.B.ニコルス】

アーモストからの第１回派遣代表学生で本学の籠球部、野

球部、競技部、さらに英語クラブまで指導し学生に慕われ、

大きな影響を与えた。しばらくして本国に帰国後、まもな

く２５歳の若さで急逝。

遺族が愛息の記念館設立のため寄付を申し出て、１９３５

年(昭和１０年)同志社にアーモスト館の設立が実現した。



その頃、大学図書館の東側に

２面あったテニスコートは

小石混じりだった。

１９２４年(大正１３年)、同

志社大学体育会が設立され

発会式が開催された。

１９２７年(昭和２年)、大学

庭球部役員が決定した。部長

は山田貞夫教授、理事に今井

和夫、委員に射延治郎となっ

た。

【手前左前衛はＳ.Ｂ.ニコルス 1924 年啓明館東側テニスコート於】

・１９３０年(昭和５年)、第１回全日

本選手権で優勝した日本代表の安部民

雄と佐藤俵太郎が本学を訪れた。当時

主将であった川廷善一郎が取り持つ縁

で彼らが同志社へ来てくれた。大工原

総長、日野予科長、シャイベリー氏、

山田庭球部長以下 30 名で学校の公賓

として出迎えた。安部民雄氏は安部磯

雄氏の子息で、神学部教授シャイベリ

ーとは旧知の間柄である。同志社チャ

ペルにてデビスカップ戦に関する講演

を行った。その後、本学テニスコート

於、模範試合をした。当時の同志社会

報には「安部磯雄先生は当時、自らラ

ケットを握り同志社におけるテニスの

開祖として活躍せられ、今、御子息を

母校に迎えるは何たる機縁であろう」

と記している。

【佐藤俵太郎と安部民雄(右)】



🔶 立教大学対抗戦の始まり

・１９２８年(昭和３年)９月２６、２７日に本学(京都)において第１回対立教大学との対抗戦が行われた。

４－５で惜敗。(選手:古川･隠岐、沖･八木、川廷･篠瀬、八木、隠岐、古川、田村、沖、篠瀬）

「特筆すべき光輝であることは、この記念すべき第１回立教戦の開会式に新島八重子様が臨場され、あ

いさつの言葉を述べてくださったことです。」と後に監督を務められた島図博次氏(昭和２１年卒)が１０

０年史の寄稿の中で語られております。

東京から立教大学の選手団が到着。くしくも昭和天皇の即位の儀、御大典が京都御所で執り行われて

いた。古来の儀式、御大典で沸き返っている町の様子が若い学生らはたいそう珍しがった。

【１９２８年(昭和３年)第１回立教大学対抗戦 同志社チャペル前於て】100 周年記念誌より

・１９２９年(昭和４年) 第２回対立教大学対抗戦が東京池袋に於いて開催された。主将は川廷善一郎(１
９３０年、昭和５年卒)同志社は敗れた。

・１９３０年(昭和５年) 第３回対立教大学対抗戦が京都に於いて開催された。同志社は４－５で惜敗。

・１９３１年(昭和６)(第４回対立教大学対抗戦)第１回学友会全同志社対全立教大学定期戦東京池袋に於

いて開催５－４で勝利。

テニスにならって、オール立教対オール同志社と、全部の部の対抗戦を行うため汽車 3 両を借り切って

同志社勢が東上した。と、落合保之氏(１９３３年 昭和８年卒)の回想談が残っている。

・１９３２年(昭和７)(第５回対立教大学対抗戦)第２回学友会全同志社対全立教大学定期戦本学(京都)に
於いて開催５－４で勝利。

第２回学友会立教大学との交流戦について、同志社校友会同窓会報６５号では次のように記されている。



「公明至純なる運動並びに文芸精神の神聖を尊重し以って帝国学生精神の振作を計るため両大学学友会

の交換競技をなし、優劣、勝負を超越し有終の美を完成せんとして昨年第１回交換大会を東京に開き本

年第２回を京都に開いた。６月１７日午前８時半より本学グラウンドで挙行された。この日折からの梅

雨も上がり、絶好のコンデション、両大学の選手５００名は白衣のユニホームに身を固めてグラウンド

に勢揃いした。大会は堀宗教主任の祈祷を以って始まり、パレット博士の聖書朗読、総長の式辞あり、

午前９時テニスコート

におけるダブルス、学生

会館における卓球がそ

れぞれ競技を開始した。

但し、同志社の母新島

八重子刀自が１９３２

年(昭和７年)６月１４

日に永眠され、１７日は

葬儀日にあたり、葬儀時

間中は校内のあらゆる

競技は中止して、両校の

学生はグラウンドに直

立し、式場に向って黙祷

し弔意を表した。本学校

庭を中心に庭球、卓球、

水泳、野球、剣道、龍球、

蹴球の七種目と英語弁

論大会が行われたが勝

敗は両軍相半ばし、野球、

剣道、蹴球は同志社に、

卓球、水泳、龍球は立教

に凱歌が上り、第１日を

終わる。絶好のコンデシ

ョンに恵まれて観衆が殺到し、華やかな応援に彩られつつ終日朗らかな交歓が続けられた。」というエピ

ソードが残っている。

立教大学との対抗戦は本学テニス部における伝統的な定期対抗戦となった。戦時下で３年間の中断は

あったが、現在まで続いている。２０１８年(平成３０年)１２月(立教新座)開催で第８８回を数えた。対

戦成績は男子が同志社の４６勝４０敗(２荒天中止)。女子対抗戦は２０００年より始まり、２０１８年で

第１９回を数える。女子対戦成績は９勝１０敗。



【前列左より落合、シャイベリー子息、古川、シャイベリー先生、八木、木畑】100 周年記念誌より

ここで、軟式と硬式テニスについて、どのような変遷を辿ったのか、考察してみよう。

硬式ボールは高価で輸入品であったためなかなか手に入るものではなかった。１８９０年(明治２３年)
に日本最初のゴム会社がテニス用ゴムボール(Ｍ球)の製造に成功し、これ以降日本独自の軟球を使ったテ

ニスが普及する。本学にも紹介され、安価で簡便なスポーツとして硬球に代わり軟球が教員・生徒のあ

いだに普及していった。

１９２０年(大正９年)東京高商が硬式に転じ、相次ぎ明治、法政、早稲田、神戸高商、関学が硬式に転

向。

しかし、本学庭球部は依然として軟式庭球をしていた・・という記述がある。(大正 9 年発行の同志社時

報)この年、全国硬式テニス大会が開催される。当時のボールに関する記述を少し紹介すると、川廷善一

郎氏(１９３０年 昭和５年卒)談、早稲田の三神八郎がやってきて、もう軟式やったらあきません。これ

をやりなさいと言ってシュラゼンジャー(Slazenger)の硬球を持ってきて教えてくれた。輸入品のライト

&デッドソンも１打１８円でとても高価で使えない。その後ダンロップからセントジェームズという名の

ボールが国産化して発売され、１打６円まで下がった。これがきっかけで全国に硬式テニスが一気に普

及した。このように用具の物資事情により、当部は、軟球を使用していた時期があったようだ。

八木千代三(１９３３年、昭和８年卒)によると１９３０年台当時、学校体育でテニス部として活動してい

たクラブは同志社大をはじめ京都大、龍谷大学、高等工芸、三高、関西地区では関学、関大、阪大、大

市大、大阪商大、神戸大、甲南大。当時は学生連盟がひじょうに力を持っていて、日本のテニス界全体



のリードはほとんど学生がやっていた。全日本ランキングを決めるも学生の委員会がやっていた。

今出川キャンパスのテニスコートは１９３３年(昭和８年)に図書館横の２面あり、さらに北側にもう１面

増設され３面になった。

１９４０年(昭和１５年)になると日中戦争から大東亜戦争直前の厳しい状況になって、ボールなど用具

も配給が厳しくなった。

ますます戦況が厳しくなり、部員は次々に「学徒出陣」で招集され、１９４３年(昭和１８年)５月、学

校からテニス部に解散命令が出された。現役部員は木箱に用具、カップ、賞状を詰め、黒田健一部長に

保管をお願いした。OB 先輩も多数参加をいただき、いつの日かテニス部の復活を祈念して「解散式」を

挙げた。(辻本章 氏(１９４３年 昭和１８年卒) 談)
１９４５年(昭和２０年) ８月終戦となり、１０月になってそろそろ帰還者の顔が見えだした。残念なが

ら戦死した者もいた。図書館横のテニスコートは荒れ放題で鍬やショベルで整備するのに、１９４５年(昭
和２１年)４月まで掛った。コートができるまで東淀川や京都府立医大の鴨川河川敷のコートなど各地を

転々とした。ちなみに再スタートを切った昭和２１年当時のテニス部の予算は収入は８，２８３円、支

出が７，７０９円。テニスコート２面の修繕費が４，８４２円。島図博次 (昭和２１年法卒)、遠藤浩(１
９５０年、昭和２５年卒)談。島図博次氏は１９６３年昭和３８年から１９８０昭和５５年まで１８年間、

大学テニス部の監督を務め、その後 OB 会長になった。

【主な練習場は二条城内テニスコート堀内氏個人所有】１９６１年(昭和３６年)まで当時、固定した練習

場がなかった。



１９５９年(昭和３４年)、皇太子様(のちの平成天皇)と美智子様ご成婚

「テニスが縁で、当時まだ大衆スポーツではなかったテニス人気が高まる。

１９６１年（昭和３６年)全日本選手権、混合複久保嘉定(同大出)優勝。長い同志社大学テニス部の歴史の

中でも、全日本という名の付いたタイトルをとったのは唯一、久保嘉定のみである。

１９６２年(昭和３７年)１０月 岩倉に専用コートが完成。(岩倉では１９６２年～１９８５年)
１９６８年（昭和４３年）関西学生室内選手権男子ダブルス亀山、奥田組が優勝

同年、全日本学生東西対抗試合、亀山単で代表出場し勝利す

１９７７年（昭和５２年）全日本学生東西対抗試合、大谷荘二、柴垣行男組代表出場

１９８１年(昭和５６年)川廷栄一氏(昭和３１年卒)が国際テニス連盟(ITF)理事に就任

１９８４年（昭和５９年）関西大学対抗リーグ戦男子 初優勝

１９８５年（昭和６０年）関西大学対抗リーグ戦男子２連覇

            全日本大学対抗王座決定試合 ４位

１９８５年(昭和６０年)関西リーグ２連覇祝勝会の折、川廷栄一氏が親交の深いオーストラリアテニス協

会会長夫妻を帯同して来られ、会長が壇上でスピーチされるとき、川廷氏がその傍らで通訳されて、共

に挨拶されたことが印象的であった。海外帰国子女を受け入れる同志社国際高出身の学生が、流暢な英

語で豪テニス協会会長と談笑するシーンなども見かけられ、同志社テニス部もグローバルになったもの

だと感嘆した。

１９８５年(昭和６０年１２月１日「フェアウェル岩倉」開催 OBOG が岩倉テニスコートに集い、最後

の日を惜しんだ。

１９８６年(昭和６１年)３月京田辺校地へ移転 同志社大学京田辺キャンパスが開校し、体育施設も京田

辺へ全面移転した。テニス部にとって長らく慣れ親しんだ岩倉の地を離れ、練習の地は京田辺へ移った。

１９８６年(昭和６１年)校祖墓参始まる １月、若王子山頂、校祖新島先生の墓へ参り、チームの飛躍を

誓う。この年から始まった校祖墓参は以後、テニス部の恒例行事となっている。また、校祖墓参当日、

学生部員と OBOG は同時に若王子参道周辺地区の清掃活動を行っている。

１９８８年（昭和６３年）～１９９１（平成３年）関西大学対抗リーグ戦男子４連覇

全日本大学対抗王座３位

「フェアウェル岩

倉」



１９８８年（昭和６３年）全日本学生男子単加藤正二３位

１９８９年（平成１年) 川廷栄一氏(昭和３１年卒)が総監督に就任

１９９０年（平成２年）海外遠征、韓国明知大と対抗試合、大学国際交流

１９９１年（平成３年) 関西学生新進トーナメント女子単良元由佳優勝

全日本大学対抗王座決定試合３位

１９９２年（平成４年) 全日本大学対抗王座決定試合３位

１９９３年（平成５年) 全日本学生東西対抗 吉岡青樹選抜  

２０００年（平成１２年)全日本学生選手権男子複内田、角田組準優勝

(ほか戦績詳細は年表参照)



【２０１５年(平成２７年)１月２５日の校祖墓参】個人所有 金井健撮影



🔶 創部１００周年記念事業

・２００５年(平成１７年)３月５日 同志社大学体育会テニス部創部１００周年祝賀会を開催した。

同志社 OBOG をはじめ日本のテニス関係者が一堂に集まった。

・テニス部記念誌「百年の系譜」発刊

【創部１００周年祝賀会 写真は川廷栄一氏のインタビューの場面】100 周年委員会撮影

🔶 全同志社総長杯始まる

２０１１年(平成２３年)１２月１５日同志社大学体育会テニス部の呼びかけで、法人内の全同志社中

学、高校テニス部選手が京田辺テニスコートに集結し、男女カテゴリーごとの対抗戦を行うもの。

総長に四杯をご寄贈いただき、「総長杯」という名の冠大会を開催。選手、関係者総勢３００名規模

で、毎年１２月に開催する恒例の一大イベントとなった。



🔶 ２００５年(平成１７年)３月発刊 テニス部「百年の系譜」の編集後記を記す

実行委員会で資料を集めているうちに「テニス部の歴史は本当に８０年なのだろうか」という疑問が

次々に湧いてきました。

まず、創部８０年説の根拠になっている「１９２３年発足」にしても「同志社スポーツの歩み」では

「１９２０年にテニス部発足」となっているなど、さまざまな説があることがわかりました。さらに同

志社の文献を整理していくうちに驚くような事実が判明しました。

１９０４年(明治３７年)に「庭球部予算が配分された」記録が出てきたのです。また、１９０５年(明治

３８年)には「同志社運動部規定が制定され庭球部が公認」されたことも判りました。

８０周年が根底から覆される数々の資料を前にして、実行委員会の議論は白熱しました。

ＯＢＯＧ会役員会を開き、同志社大学テニス部の創部は「同志社・運動部規則が制定され、庭球部が

公認された１９０５年とする」ことを全会一致で承認可決されました。

「創部８０周年記念事業」は「創部１００周年記念事業」に切り替わりました。堀江照二(昭和)１００

周年史編集委員長のもと綿密な会議を重ねながら、編集に当たり始めました。

明治時代初期からテニス部の前史など歴史に埋もれていたテニス関係の貴重な記述は、当時、同志社

大学社史資料室長の谷口宇平(昭和４２年卒)ＯＢに担当していただきました。谷口氏は膨大な資料や写真

の中から、後学のために大いに役立つ内容が書き上げられました。

(中略)
テニス部前史とともに注目していただきたいのは「座談会」です。故八木千代三ＯＢ(昭和８年卒)が田

村英成ＯＢ(昭和３６年卒)と長い時間と熱意を傾けて収録された原文を、坂本裕治(昭和２３年卒)、浦澤

昭(昭和３３年卒)、辰巳彰(昭和３６年卒)らのＯＢと現役(当時)の今西舞子(平成１８年卒)さんに、わかり

やすく原稿化していただいた。

記録については松田英夫ＯＢ(昭和４２年卒)が中心となって、各年代ごとに責任者を決め、とてつもな

い量の戦績記録を整理してくれました。

この記録集は今後５０年、１００年経ったときにも貴重な資料として役立つことでしょう。

と藤弘道氏(昭和３９年卒)は記している。

「記念誌」発刊に至るまでにはその草起からしばらくの中断期間があり、実質三十年の歳月を要した

ことになる。しかし、それだけ年月を要したことがかえって功を奏した。前出の年代刻みの「座談会」

は１９８６年(昭和６１年)に開催され、当時ご健在であった八星徳逸氏 (大正１５年卒)、川廷善一郎氏

(昭和５年卒)、八木千代三氏(昭和８年卒)の現役当時の貴重な話の内容が収録されており、テニス部史を

紐解く、大きな手かがりとなったことは間違いありません。

このように、同志社大学体育会テニス部は今年で創部１１４年を数え、同志社大学のなかでも最も長

い歴史と伝統を持つ体育会クラブの一つと言っても過言ではありません。



🔶 川廷栄一(かわてい えいいち １９３３－２０１３)。
テニス部の歴史を語るうえで、この人を外すわけにはいか

ない。

同志社大学テニス部から日本のテニス界へ、アジアテニス

界さらに世界のテニス界に影響を与えた OB が居た。

昭和後期-平成時代のテニス写真家、日本、世界テニス界

功労者。１９５６年（昭和３１年）卒

現役時代、同志社大学体育会庭球部、主将として活躍

父、川廷善一郎氏 １９３０年(昭和５年) 卒は同志社庭球

部の黎明期を支えた人だが、その父の影響もあり、川廷栄

一は同志社大学の門をたたいた。

同志社大学時代は全日本テニス選手権に出場。大学卒業後、

家業の繊維会社に勤務し、傍ら１９６１年(昭和３６年)母
校テニス部の監督を務めた。１９６８年(昭和４３年)から

テニス写真家として国内外の試合を取材。日本はもとより、

世界の４大大会(全英、全豪、全米、全仏)へ出かけ選手の

写真を撮り続けた。１９７９年以降は連盟活動に専心。アジアテニス協会、 国際テニス連盟など多数の

役職を歴任。１９８４年のロサンゼルスには公開競技としてテニスが採用、さらに正式競技としてソウ

ル五輪から復帰に尽力し以降、ＩＴＦオリンピック担当理事として北京大会まで５回のオリンピックテ

ニス競技運営を担当した。

１９７８年(昭和５３年)日本庭球協会理事、副会長を歴任、１９８１年（昭和５６年）国際テニス連盟（Ｉ

ＴＦ）理事。１９８９年（平成１年）アジアテニス連盟会長。１９９１年（平成３年）ＩＴＦ副会長。

１９９３年（平成５年）日本オリンピック委員会(JOC)理事、２００３年（平成１５年）同副会長。一方、

母校では、１９８９年(平成１年)から１９９０年(平成２年)テニス部監督、１９９１年(平成３年)～１９

９２年(平成４年)総監督を務め、その間、国際的な人脈を通じて、同志社大学チームは韓国へ遠征し、明

知大、延世大と交流試合を行った。

テニスの普及に尽力し、２００５年(平成１７年)ゴールデン・アチーブメント賞を受賞し国際テニス殿

堂入り。２０１２年(平成２４年)国際オリンピック委員会功労賞(IOC)五輪オーダー(功労章)を受賞。 ま

た、 長年の貢献により、オールイングランドテニスクラブ（ウィンブルドン）名誉会員に推挙される。

２００６年(平成１８年)１１月３日旭日中綬章、

２０１３年（平成２５年）８月３日永眠。享年７９歳

カメラマンとして世界のテニスを日本へ

川廷栄一のテニス人生の始まりはフリーのカメラマン。同志社大学テニス部では主将としてプレーし

た後、家業を継いだものの、テニスへの想いは捨てがたく、写真家の道へ。カメラ機材は今とは異なる

フィルム時代である。国内での撮影をはじめてほどなく、１９６８年（昭和４３年）、日本プロテニス界

のパイオニア、石黒修がオーストラリアへの遠征を計画し、川廷を誘った。海外の本格的取材を望んで

いた川廷は即答。このころの川廷は、かつて新島が単身アメリカへ渡った頃の姿に重なる。１９６８年



は全スポーツ界にとって画期的なオープン化が実現した年。テニス界ではそれまでアマチュア大会とし

て開催されていたグランドスラム大会は、アマチュアとプロの垣根がなくなったのである。川廷は、オ

ープン化で激動する世界のテニス界を取材し、スポーツ誌を通じて、情報を発信し続けた。１９７５（昭

和５０年）年、澤松和子（現吉田）とアン清村によるウィンブルドン女子ダブルス制覇の瞬間写真をは

じめ、発信し続けた。

● 芦屋の川廷宅で歓待された世界のトッププレーヤーたち

１９３３年（昭和８年）、川廷は兵庫県芦屋市で生まれた。父、善一郎氏が清水善造（日本テニスの黎

明期を築いた名選手）と懇意だったことから、自宅コートにはデ杯選手などがよくテニスをしていた。

高校時代は松岡功（元デ杯選手。松岡修造の実父）に負けたことがないというのが川廷の自慢だった。芦

屋の自宅にはこぞって、世界のトッププレーヤーやテニス関係者がやって来て、川廷宅で食事をした。

●世界のテニス大会運営に関わる

川廷はやがてテニスの協会組織や大会運営に興味を抱くようになる。そして、一写真家の領分を越え

て、国際テニス組織に関わることになる。

「アジアに種をまき，理想のピラミッドを目指す」国際テニス界のオープン化以来４０年間に、約７５

ヶ国・地域へ４００回の海外出張をし、６００の競技大会や２２０回の会議などに従事してきた。これ

らの仕事を続けてきて、川廷にはある時期から自らの考えが固まってきた。世界のテニスには様々な形

がある。 満足なラケットやボールすらない段階から、高額の賞金が賭けられたトップクラスまで、すべ

てみんなテニスなのだ。川廷の目的はテニスの裾野を広げ、発展させていくこと。ただ、心の中では、

開発途上国の子供たちにスポーツで希望を与えたい。コートも何もない国に行って「テニスというスポ

ーツを知っていますか。一緒にやってみましょう」と、種蒔きをする。その芽の育つ過程が楽しくて、

やりがいを感じるという。１９９５年（平成７年）頃、世界のテニス連盟の中で、アジアが最も理想的

な道を歩んでいるという評価が生まれつつあった。伝統のあるヨーロッパと違い、アジアのテニスはレ

ベルが様々で対応が難しかったが、それがその頃から徐々に実りつつあった。川廷は、働いてくれるア

ジアの若者たちにいつもこう話していた。「僕らの時代というのは、近代テニス１００年の歴史に乗っか

った１０年、２０年で、そこからまた無限に続いていく。このわずかの期間をテニス史に良い時代とし

て残せる仕事をしよう」と。アジアのテニス界はこの２０年間に発展したのだと言われれば、それだけ

で本望だ。各国でテニスの競技人口が増え、世界トップレベルの選手を頂点として築かれたピラミッド

の中には、プロもいればアマもいる。あらゆるテニスがその中にある。という形が川廷の抱いた理想だ

った。



五輪オーダー授与式： 中央川廷氏 JOC 竹田会長 国際テニス連盟のリッチビッティ会長も駆けつけた

川廷尚弘氏所蔵


